
（仮）八幡市民複合施設 ワークショップ実施報告書　制作：香山建築研究所

（仮）八幡市民複合施設 ワークショップ　実施報告書

Workshop 
R e p o r t

全体テーマ：八幡市民複合施設を考えるワークショップ

第１回　4月 17 日（日）　
テーマ：どんな複合施設を望みますか？

開催場所：市川市役所　1階
参加人数：　１４名

第 2回　5月 15 日（日）　
テーマ：複合施設の使い方を考えよう！

開催場所：市川市役所　1階
参加人数：　２８名

第３回　6月 12 日（日）　
テーマ：複合施設周辺全体の環境を良くするには？

　　　　複合施設の利用方法を考えよう
開催場所：市川市役所　1階
参加人数：　４４名

ワークショップ参加者構成（順不同）
市内在住者（近隣住民含む）、公民館等利用者、子育てエリア利用者、

市内大学・高等学校の学生及び関係者（和洋女子大学、国府台女子学院高等部、昭和学院高等学校、千葉県立市川昴高等学校）
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ワークショップ開催～基本設計完了

実施設計に向けて

1 回目   テーマ：どんな複合施設を望みますか？ 2 回目 テーマ：複合施設の使い方を考えよう 3 回目テーマ：複合施設周辺全体の環境を良くするには？
　　　　　　　    複合施設の利用方法を考えよう 終了後

ワークショップの経緯と成果、今後の課題について

前回参加者の
知り合いや

地域の学生など、
参加希望者が増加

地域の高校生の
参加希望者増加

・設計者の紹介とともに、本施設の参考となるような類似の設計例を紹介
した。

・設計者よりプロポーザル案をベースに、施設の計画の現状と設計者の考
えや意図を伝えた。

・それぞれの立場から、複合施設に期待することについて意見交換を行い、
多数の意見が出された。

・設計者より 1回目のWSの内容などを踏まえ、施設計画の検討・進展の状況について平面図を中
心に説明した。

・施設の使い方についてのイメージを膨らませるため、海外や国内の先進的な事例や特徴ある使い
方の例を紹介した。

・内部空間まで作り込まれた１/50 サイズの模型を制作し展示した。そこに、参加者がそれぞれに
自身の顔写真を貼り付けた人型模型を設置した。

・エリア別に施設の使い方についての意見交換を行い、様々な観点からの複数の意見が出された。

・WSスタート前に、任意参加での敷地見学会を実施。設計者による案内と説明を行った。
・設計者よりこれまでのWSの内容などを踏まえ、施設計画の検討・進展の状況について平面図を
中心に説明した。

・周辺環境についての話し合いに向け、敷地付近の写真や行われているイベントなどについて説明
を行った。

・施設の利用方法を考えるにあたって、施設の企画や運営に積極的に市民が関わっている事例の紹
介を行った。

・それぞれのチームのメンバーの特徴に合わせた、異なるテーマでの話し合いが行われた。

チーム編成の意図と目的
それぞれのチームに、立場の異なるメンバーを満遍なく配置。
まずは立場の違いによる意見の違いをそれぞれが感じてもら
うことを目的としてチームを編成。

チーム編成の意図と目的
1 回目同様、立場の異なるメンバーを満遍なく配置するとと
もに、できるだけたくさんの方と意見交換ができるよう、前
回とは異なるメンバーによるチームを編成

チーム編成の意図と目的
前 2回のWSにてそれぞれが立場の異なる意見を認識したことを踏まえた上で、エ
リア別のより具体的な利用方法や目指すべき方向性についての意見交換が活発にな
るよう、立場や利用形態の近いメンバーを集合させた形でチームを編成。

参加者それぞれの新たな繋がりや、
今後に向けての発展的な関係性が多数生まれた。

参加応募者
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ワークショップ全体テーマ：（仮）八幡市民複合施設を考える

複合施設の建築の基本的な
計画や考え方について参加
者それぞれの理解が深まっ
た。

施設への要望が多数出さ
れただでなく、参加者同
士が、様々な立場の意見
があることを知る機会と
なった。

近隣住民への配慮など、
異なる立場を考慮しなが
ら、施設を自由に使うた
めの提案が多数出された。

敷地見学や周辺環境について
意見交換をしたことにより、隣
地との距離から配慮の必要性
を理解。また、神社の境内とい
う特別な立地を大切にしてい
くという思いが共有された。

大きなサイズの模型やそ
こに人型を置くことにより、
施設の構成や空間の大き
さや様子について理解が
深まった。

施設のあるべき姿を皆で共有し得られた
たくさんのアイデア

多様で機能の重層化した
新しい公共施設

必要な機能の
具体化

必要なスペースの
整理

実
施
内
容

平
面
図
変
遷

成
果

つどいの広場に
トイレが欲しい

週2回ぐらい
中庭に出たい

動くタイプの
仕切りでスペース
をオープンに

ハンモックで
本を読みたい

夜間はベンチを
使えないように

つどいの広場に
学生が入れる
日があっても

朝や夕方～夜は
つどいの広場は
おおらかな使い方を

高校生と
子どもたちで競争
ゴミ広いイベント

つどいの広場にいる
子どもと触れ合える
安全なシステムを

仮眠ができる
場所が欲しい

部活と地域の
活動を一緒に

周辺の人が
活動を知る
広報の場を

丸いテーブルで
趣味を広い世代で
共有できたら

学校後に来れる
ように、
22 時までに

グループ課題や
話し合いを
予約なしで

全ての部屋を
飲食
できるように

子から高齢者
誰でも参加
できるイベント

パパも使いやすい
オムツ替えを

2階とつながる
ネット遊具、
すべり台など

大人と子どもが
一緒に作品を
出せる場所を！

カフェの前に
テラス席を

茶室に
庭があれば

食で繋がる
地域の

キッチンが欲しい

シニア世代が
活躍できる
場を！

開催目的：（仮）八幡市民複合施設 の設計にあたり、建設の合意形成、意思疎通を図るためのワークショップを企画・実施しました。利用
者それぞれの要望を確認するとともに、参加者各自が他者の要望や意見を認識することで、施設のあるべき姿を共有し、建設される施設自
体が利用者それぞれにとって、最適な施設となることを目指し意見交換を行いました。また、開館後の利用者としてだけでなく、様々な形
での協力者、ボランティアなどの育成へと繋げるためのきっかけ作りの場ともなることを目指しました。
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つどいの広場 フリースペース
事務室

高校生の参加者が多数加わり、
若い世代を含めた多様な世代
が来たくなる場所となるには
どうしたら良いか、活発な意
見が出された。

3回のWSを通じ、様々な立場
の違いや、複合化のメリットへ
の理解が深まり、新しい公共
施設を皆で考えることへの
きっかけとなった。

皆が集う場所としての相
応しい使い方について、
ニーズを設計者がより把
握しやすくなり、プラン
検討に活かせるように
なった。

施
設
の
運
営
方
針
・
管
理
計
画

具体的な配置・設備・備品等洗い出し

具体的な機能の配置、設備機器の精査、
備品等の提案を含んだ実施設計

3 回のWSを終えての参加者の感想

全ての人の理想を叶え
ることは難しいですが、
少しでもこの施設が利
用しやすいものになれ
ばワークショップに参
加した意味がある！

良い複合施設にし
たいという同じ思
いで集まった人の
いろんな意見が聞
けて良かった。

学生さんも高齢
者との交流に興
味を持っている
ことに驚いた。

様々な世代の人が市川市
の新しい施設に期待して
いて、求めていることが共
通しているものもあれば、
世代によって意見が異な
るものもあることが分かり
ました。

このワークショップで出た
様々な意見を踏まえて、
設計や利用方法なども柔
軟に変えていこうとする
設計事務所さんと市の関
係者の方々に大変感銘を
受けました。

幅広い立場の方の
意見をきくことが
でき、大変貴重な
場となりました。

この様なワークショップ
は有意義と思います。施
設の使い方について普段
から見直し、追加策を考
えるシステムがあったら
いいかと思います。

テーマごとにス
テークホルダーを
明確にした議論
にする余地があ
ると思いました。

（若い世代とシニア世代が互いに
サポートし合うような）世代を超
えた人間関係を気軽に築けるよう
な場所、機会が少なく、また、各
世代が互いにそれを望んでいる
ことを知ることができ、今後の自
身の活動にも参考になった。

今後はWSで得られたアイデアや参加者の要望を、機能やスペー
ス、設備などに整理し、施設の運営方針・管理計画で示される
活動目的に相応しい空間かを検証しながら実施設計に反映し、
新しい公共施設を目指していく。

つどいの広場

フリースペース

事務室

コミュニティセンター
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